
各学校に送付される「案内文書」もしくは，
「当教育センターＷebページ」を参照の上，学
校ごとにお申し込みください。

１ 日 時 平成25年１月25日(金） 午前９時30分～午後４時25分

２ 会 場 県総合教育センター 大原台講堂 他

３ 日程等

全体会 調査研究の概要説明と研究発表を行います。全体会 調査研究の概要説明と研究発表を行います。

分科会 「ワークショップ型研究協議」を行います。分科会 「ワークショップ型研究協議」を行います。

問合せ先
総合教育センター企画課
TEL 099-294-2312 FAX 099-294-2374
Ｅ-mail kikaku@edu.pref.kagoshima.jp

9:00 9:30 11:50 12:50 16:20 16:25

全体会及び分科会の内容等については，裏面を御覧ください。

] ■ 調査研究の概要説明
各課の研究内容及び「み

んなで取り組み学び合う授
業研究に関するプロジェク
ト研究」の概要について説
明します。

■ 研究発表Ⅰ・Ⅱ
教科教育研修課，教育相

談課の２年間の研究成果に
ついて発表します。

調査研究発表会
【 御案内 】

平成24年度 鹿児島県総合教育センター

全体研究主題 「生きる力を豊かに育てる学校教育の創造」

８分科会で「研究発表」，「研究協力員による事例発表」及び
「研究協議」を行います。

大学の先生方からコメントを
いただきます。

申込方法等申込方法等

第１分科会 第２分科会 第３分科会 第４分科会

国 語 科 社会・地歴・公民科 算数 ・ 数学科 理 科

第５分科会 第６分科会 第７分科会 第８分科会

外国語活動，外国語科 情 報 教 育 特別支援教育 教 育 相 談
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鹿児島の教育について
一緒に考えてみませんか。



児童生徒が課題を解決することや教科等の内容をより深く理解するために必要な思考力・判
断力・表現力を育成するため，「思考・判断・表現」を評価する「判断基準」を設定し，それ
に基づく指導の在り方について発表します。

各学校段階において期待される情報活用能力と，これを児童生徒に身に付けさせるためのＩＣＴ活
用を通した指導方法等について協議します。

児童生徒理解の深化を図るための「学校楽しぃーと」の効果的な活用と，児童生徒への指導・援助
の実践例についての事例発表等を通して，具体的な活用法について協議します。

9:30～11:50

12:50～16:25

「学校楽しぃーと」の結果を生かした児童生徒への効果的な指導，援助の在り方，連携を深
めるための「学校楽しぃーと」の有効な活用方法について発表します。

研究主題：「自己指導能力の育成に向けた生徒指導の在り方に関する研究

～『学校楽しぃーと』を活用した効果的な働き掛けを通して～」

研究主題：「思考力・判断力・表現力を育成する指導と評価に関する研究」

研究主題：「自己指導能力の育成に向けた生徒指導の在り方に関する研究

～『学校楽しぃーと』を活用した効果的な働き掛けを通して～」

研究主題：「思考力・判断力・表現力を育成する指導と評価に関する研究」

教科等における思考力･判断力･表現力を育成する指導と評価についての考え方を明らかにするとと
もに，小・中・高等学校の事例発表等を通して評価規準に基づく「判断基準」による指導及び思考と
表現の一体的評価の工夫について協議します。

研究発表Ⅰ 教科教育研修課

研究発表Ⅱ 教 育 相 談 課

たの

たの

全体会

分科会

研究主題：「情報活用能力の育成に関する研究～児童生徒のＩＣＴ活用を通
して～」

特別支援学校における，一貫性・系統性のある指導について現状と課題を明らかにするとともに，
一貫性・系統性のある指導の充実を図るための授業づくりの工夫について協議します。

研究主題：「特別支援学校における一貫性・系統性のある指導の在り方に関
する研究」

第６分科会

情 報 教 育

第７分科会

特 別 支 援 教 育

第８分科会

教 育 相 談

第１分科会 第２分科会 第３分科会 第４分科会 第５分科会

国 語 科 社会・地歴・公民科 算数 ・ 数学科 理 科 外国語活動，外国語科


